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明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（361）774
は
じ
め
に
　
『
西
廂
記
』
は
五
本
二
十
一
折
の
内
容
か
ら
な
る
元
代
の
雑
劇
で
あ
る
。
内
容
は
科
挙
を
目
指
す
書
生
張
君
瑞
と
亡
き
宰
相
の
娘
崔
鶯
鶯
が
、
浦
州
（
現
在
の
山
西
省
）
の
普
救
寺
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
る
恋
愛
物
語
で
あ
る
が
、
時
折
く
じ
け
そ
う
に
な
る
二
人
の
恋
は
、
鶯
鶯
の
侍
女
紅
娘
の
助
け
な
ど
に
よ
っ
て
見
事
に
成
就
さ
れ
て
い
く
。
古
く
は
、
淫
書
と
見
な
さ
れ
、
良
家
の
子
女
が
読
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
自
由
恋
愛
の
風
潮
や
市
民
社
会
の
成
長
と
相
俟
っ
て
、
明
清
時
代
に
は
か
な
り
の
人
気
を
博
し
た
。
現
在
知
ら
れ
る
範
囲
で
も
、
明
代
に
六
十
余
種
、
清
代
に
七
十
種
以
上
の
版
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
刊
行
地
域
に
つ
い
て
は
、
元
末
か
ら
明
中
期
に
か
け
て
北
京
や
福
建
省
が
主
要
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
明
の
中
期
以
降
に
な
る
と
、
金
陵
（
南
京
）、
新
安
（
徽
州
）、
武
林
（
杭
州
）
を
中
心
と
し
て
江
南
あ
た
り
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
地
域
の
書
坊
は
競
争
の
激
し
い
出
版
業
界
で
成
功
を
追
求
す
る
た
め
に
、
有
名
な
文
人
を
招
致
し
て
序
文
を
書
か
せ
た
り
、
校
閲
や
批
点
を
加
え
た
り
し
て
も
ら
い
、
ま
た
名
画
家
や
名
刻
工
を
雇
っ
て
版
下
を
作
ら
せ
た
。
そ
の
結
果
、
明
末
に
至
る
と
、
批
点
や
挿
絵
な
ど
が
付
い
た
す
ぐ
れ
た
刊
本
が
数
多
く
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
そ
う
し
た
中
、
福
建
省
建
陽
県
の
劉
応
襲
（
太
華
）
に
よ
っ
て
刊
刻
さ
れ
た
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
廂
記
』（
以
下
は
「
劉
本
」
と
略
称
）
は
孤
本
と
さ
れ
、
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
）
1
（
。
卷
末
の
木
記
に
「
万
暦
新
歳
穀
旦
劉
太
華
梓
」
と
あ
る
が
、「
万
暦
新
歳
」
と
は
「
万
暦
年
間
の
あ
る
年
の
新
春
」
と
い
う
だ
け
の
意
味
で
あ
る
た
め
）
2
（
、
具
体
的
な
出
版
年
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
劉
本
『
西
廂
記
』
を
詳
し
く
検
討
し
て
み
る
と
、
本
書
は
、
万
暦
四
十
六
（
一
六
一
八
）
年
に
金
陵
の
書
坊
師
倹
堂
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
『
鼎
鐫
陳
眉
公
先
生
批
評
西
廂
記
』
（
以
下
は
「
師
倹
堂
本
」
と
略
称
）
と
、
テ
キ
ス
ト
、
批
点
、
挿
絵
版
画
な
ど
に
お
い
て
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
郭
立
暄
の
研
究
）
3
（
と
『
柏
克
萊
加
州
大
学
東
亞
図
書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志
』
に
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
孫
　
　
　
愛
　
琪
773（362）
お
け
る
劉
本
の
書
誌
は
、
と
も
に
師
倹
堂
本
が
劉
本
を
も
と
に
翻
刻
し
た
と
い
う
結
論
を
示
し
た
が
、
本
論
の
趣
旨
は
そ
れ
と
は
逆
で
あ
り
、
劉
本
が
師
倹
堂
本
を
も
と
に
剽
窃
し
た
と
考
え
る
。
　
そ
こ
で
本
論
は
、
ま
ず
劉
応
襲
の
出
版
活
動
を
概
観
し
た
う
え
で
、
劉
本
と
師
倹
堂
本
と
の
前
後
関
係
を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
劉
本
の
出
版
意
図
や
制
作
事
情
、
刊
行
年
代
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
劉
本
を
一
例
と
し
て
、
建
陽
に
お
け
る
当
時
の
出
版
界
の
実
態
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
。
一
　
劉
応
襲
と
そ
の
出
版
活
動
　
劉
応
襲
（
生
没
年
不
詳
）、
名
は
太
華
、
字
は
応
襲
、
福
建
省
建
陽
県
の
出
身
で
あ
る
。
彼
の
出
版
物
で
現
存
す
る
も
の
は
、
劉
本
『
西
廂
記
』
の
ほ
か
に
も
あ
る
。
日
光
山
慈
眼
堂
（
栃
木
県
）
所
蔵
の
『
新
鐫
国
朝
名
公
神
断
詳
刑
公
案
』
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
本
書
は
図
１
に
示
す
よ
う
に
、
内
題
の
下
に
「
京
南
帰
正
寧
静
子
輯
」、「
呉
中
匡
直
淡
薄
子
訂
」、「
潭
陽
（
＝
建
陽
）
書
林
劉
太
華
梓
」
と
三
行
に
分
け
て
編
纂
者
や
刊
行
者
の
名
前
が
記
さ
れ
る
一
方
で
、「
新
鐫
詳
／
刑
公
案
」
と
記
さ
れ
る
見
返
の
中
央
部
に
、「
明
徳
堂
梓
」
と
い
う
木
記
も
刻
ま
れ
て
い
る
）
4
（
。
こ
れ
に
よ
り
、
劉
応
襲
は
明
徳
堂
と
い
う
書
坊
の
主
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
　
明
代
に
お
け
る
建
陽
の
「
明
徳
堂
」
と
い
え
ば
、
劉
輝
が
主
宰
し
た
明
徳
書
堂
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
大
広
益
会
玉
篇
』（
中
山
大
学
図
書
館
蔵
本
）
は
、
巻
頭
に
「
劉
氏
明
徳
堂
京
本
校
正
」
と
い
う
木
記
が
あ
り
、
ま
た
巻
末
に
も
「
劉
氏
明
徳
書
堂
新
刊
」
の
木
記
が
刻
ま
れ
て
い
る
）
5
（
。
し
た
が
っ
て
、「
明
徳
堂
」
と
「
明
徳
書
堂
」
は
、
同
一
の
書
坊
の
名
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
、
劉
輝
の
明
徳
堂
が
刊
行
し
た
書
物
を
時
系
列
で
並
べ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
）
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（
。
『
広
韻
』
五
巻
、
刊
行
時
期
不
明
（
弘
治
年
間
）
『
大
広
益
会
玉
篇
』
三
十
卷
、
刊
行
時
期
不
明
（
弘
治
年
間
）
『
重
刊
国
語
』
七
巻
お
よ
び
『
補
音
』
二
巻
、
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
七
）
図１ 　日光山慈眼堂蔵本『詳刑公案』封面（長澤規矩也編
『日光山「天海藏」主要古書解題』から転載）
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（363）772
『
詩
経
大
全
』
二
十
巻
お
よ
び
『
小
序
弁
説
』
一
巻
『
綱
領
』
一
巻
『
図
』
一
巻
、
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
二
）
『
新
刊
袖
珍
方
』
四
巻
、
嘉
靖
元
年
『
新
刊
徐
氏
家
伝
捷
法
鍼
灸
』
二
巻
、
嘉
靖
十
年
『
新
刊
陶
節
菴
傷
寒
十
書
』
十
巻
、
嘉
靖
十
年
『
書
経
大
全
』
十
巻
、
嘉
靖
十
一
年
『
書
伝
大
全
』
十
巻
、『
綱
領
』
一
巻
『
図
』
一
巻
、
嘉
靖
十
一
年
『
読
素
問
抄
』
二
巻
、
嘉
靖
十
二
年
『
京
本
呂
氏
春
秋
明
解
大
全
』
二
十
六
巻
、
嘉
靖
十
三
年
『
衛
生
宝
鑑
』
二
十
四
卷
お
よ
び
『
補
遺
』
一
卷
、
嘉
靖
十
四
年
　
清
代
の
書
誌
学
者
楊
守
敬
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
な
か
で
も
冒
頭
の
二
書
は
、
明
の
成
化
（
一
四
六
五
〜
一
四
八
七
）
か
ら
弘
治
（
一
四
八
八
〜
一
五
〇
五
）
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
が
）
7
（
、
す
で
に
先
行
研
究
で
『
大
広
益
会
玉
篇
』
は
弘
治
年
間
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
弘
治
五
年
（
一
四
九
二
）
に
建
陽
の
詹
氏
進
德
堂
も
明
徳
堂
本
『
玉
篇
』（
前
述
の
中
山
大
学
蔵
本
）
と
同
じ
版
式
の
も
の
を
刊
行
し
て
い
る
た
め
）
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（
、
明
徳
堂
が
こ
の
『
玉
篇
』
を
出
版
し
た
の
は
や
は
り
弘
治
年
間
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
十
二
種
を
通
覧
す
る
と
、
そ
の
出
版
時
期
は
弘
治
の
頃
か
ら
嘉
靖
十
四
年
（
一
五
三
五
）
ま
で
の
四
十
年
間
ほ
ど
に
集
中
し
て
い
る
。
但
し
、
劉
輝
本
人
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
彼
自
身
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
時
期
を
劉
輝
の
活
動
期
間
の
大
体
の
目
安
と
し
て
考
え
れ
ば
、
万
暦
年
間
に
出
版
を
行
な
う
劉
応
襲
の
活
動
は
、
彼
よ
り
ず
っ
と
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
同
じ
明
徳
堂
の
主
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
人
の
関
係
は
、
劉
応
襲
が
劉
輝
の
後
を
継
い
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
　
劉
応
襲
の
刊
行
に
な
る
書
物
は
、
前
述
の
劉
本
『
西
廂
記
』
と
『
詳
刑
公
案
』
以
外
、
次
の
二
種
が
あ
る
。
『
新
刊
京
本
風
鑒
相
法
人
相
編
』
六
巻
首
一
巻
、
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
『
鼎
鋟
崇
文
閣
彙
纂
士
民
捷
用
分
類
学
府
全
編
』
三
十
五
巻
、
万
暦
三
十
五
年
　
こ
の
う
ち
『
新
刊
京
本
風
鑒
相
法
人
相
編
）
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（
』（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
蔵
本
）
は
、
巻
一
の
内
題
の
下
に
「
劉
氏
明
徳
堂
刊
梓
」（
一
五
頁
）
と
あ
る
一
方
で
、
首
巻
の
中
に
「
明
徳
堂
新
刊
発
梓
行
」
の
童
子
手
執
図
記
（
九
頁
）、
巻
末
に
「
新
輯
麻
衣
相
人
編
法
風
鑒
大
全
明
徳
堂
梓
」（
七
二
頁
）
の
木
記
も
そ
れ
ぞ
れ
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
も
劉
応
襲
本
人
の
名
前
は
出
て
い
な
い
が
、
巻
頭
に
回
陽
子
と
い
う
人
の
書
い
た
序
文
が
あ
り
、
そ
の
日
付
は
「
万
暦
三
十
年
夏
仲
月
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
は
嘉
靖
初
年
ま
で
活
動
し
た
劉
輝
で
は
な
く
、
万
暦
後
半
期
か
ら
の
出
版
が
知
ら
れ
る
劉
応
襲
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、『
学
府
全
編
』
は
、
国
立
国
会
図
書
館
や
石
川
武
美
記
念
図
書
館
に
771（364）
所
蔵
が
あ
る
。
国
会
本
を
見
る
限
り
、
内
題
下
に
「
京
南
龍
陽
子
精
輯
／
秇
林
劉
太
華
梓
行
」
と
あ
り
、
巻
末
に
「
万
暦
歳
次
丁
未
（
三
十
五
年
）
潭
陽
劉
太
華
梓
」
の
蓮
牌
木
記
が
刻
ま
れ
て
い
る
。「
明
徳
堂
」
の
名
前
こ
そ
出
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
劉
本
『
西
廂
記
』
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
本
書
は
版
式
、
編
纂
者
な
ど
に
お
い
て
『
風
鑒
相
法
人
相
編
』、
ま
た
は
先
の
『
詳
刑
公
案
』
と
極
め
て
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
や
は
り
三
書
と
も
劉
応
襲
の
明
徳
堂
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
劉
輝
の
活
動
時
期
か
ら
劉
応
襲
の
出
版
活
動
ま
で
に
は
、
お
よ
そ
七
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
。
明
徳
堂
の
出
版
は
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
な
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
七
十
年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
、
や
は
り
気
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
二
　
劉
本
『
西
廂
記
』
の
挿
絵
　
本
章
で
は
ま
ず
、
劉
本
『
西
廂
記
』
の
挿
絵
を
検
討
し
た
い
。
劉
本
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
と
述
べ
た
師
倹
堂
本
『
西
廂
記
』
は
、
蕭
騰
鴻
（
一
五
八
六
〜
不
明
、
字
は
慶
雲
）
の
手
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
彼
の
出
身
地
は
劉
応
襲
と
同
じ
く
福
建
の
建
陽
県
で
あ
る
が
、
書
坊
の
所
在
地
は
福
建
の
み
で
な
く
、
金
陵
に
も
師
倹
堂
の
名
前
を
持
つ
も
の
が
複
数
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
）
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（
。
恐
ら
く
師
倹
堂
は
府
県
を
越
え
た
複
数
の
地
で
同
時
に
事
業
を
展
開
し
、
明
末
に
は
一
族
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
明
徳
堂
の
劉
氏
と
師
倹
堂
の
蕭
氏
と
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
　
師
倹
堂
本
が
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
序
文
の
日
付
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
）
11
（
。
批
点
者
の
陳
継
儒
（
一
五
五
八
〜
一
六
三
九
、
字
は
仲
醇
、
号
は
眉
公
）
は
明
末
の
有
名
な
人
物
で
あ
り
、
隠
逸
の
文
人
と
し
て
も
多
く
の
通
俗
文
学
の
批
点
や
挿
絵
版
画
を
手
掛
け
て
い
た
が
、
同
時
代
の
文
人
間
に
お
い
て
は
、
評
判
が
あ
ま
り
芳
し
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
師
倹
堂
本
の
挿
絵
は
上
下
巻
合
わ
せ
て
十
図
あ
り
、
見
開
き
の
画
面
に
一
図
を
お
さ
め
、
テ
キ
ス
ト
の
第
一
、
三
、
五
、
七
、
十
、
十
一
、
十
三
、
十
五
、
十
八
、
二
十
齣
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
挿
絵
に
は
、
テ
キ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
著
名
な
詩
句
や
、
テ
キ
ス
ト
の
曲
詞
が
題
画
詩
と
し
て
添
え
ら
れ
、
名
画
家
の
名
を
付
し
て
組
み
合
わ
せ
た
詩
画
集
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
版
下
絵
に
は
師
倹
堂
の
主
人
蕭
騰
鴻
、
ま
た
は
蕭
照
明
・
蔡
沖
寰
・
熊
蓮
泉
・
王
廷
策
な
ど
同
時
代
の
画
家
、
あ
る
い
は
米
元
章
・
趙
雪
松
・
盛
懋
な
ど
宋
元
時
代
の
名
画
家
の
名
を
銘
打
つ
画
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
主
人
の
蕭
氏
の
意
を
受
け
て
、
版
下
絵
師
の
蔡
沖
寰
や
刻
工
の
劉
次
泉
ら
が
自
分
で
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
師
倹
堂
本
の
扉
に
「
内
倣
古
今
名
人
図
画
」
と
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
制
作
過
程
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
た
だ
、
一
部
の
挿
絵
に
、
容
与
堂
を
は
じ
め
と
す
る
杭
州
の
書
坊
か
ら
出
さ
れ
た
俗
文
学
書
の
版
画
を
模
刻
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
後
に
少
し
検
討
す
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
劉
本
の
挿
絵
も
や
は
り
見
開
き
の
画
面
に
一
図
を
お
さ
め
、
全
部
で
八
図
あ
り
、
い
ず
れ
も
巻
頭
に
集
中
し
て
い
る
。
八
図
の
う
ち
、
三
図
は
半
分
欠
損
す
る
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
実
に
七
図
の
構
図
が
師
倹
堂
本
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
具
体
的
に
は
、
劉
本
第
一
の
挿
絵
は
半
分
だ
け
残
っ
て
い
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（365）770
る
が
、
師
倹
堂
本
第
十
齣
に
挿
入
さ
れ
た
図
の
右
側
画
面
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、「
倣
熊
蓮
泉
写
」
と
い
う
落
款
も
両
者
同
じ
で
あ
る
。
熊
蓮
泉
と
は
、
当
時
現
役
の
画
家
で
あ
る
。
　
劉
本
第
二
の
挿
絵
（
図
２
）
と
、
師
倹
堂
本
第
十
一
齣
に
挿
入
さ
れ
た
図
（
図
３
）
を
比
較
す
れ
ば
、
劉
本
で
は
師
倹
堂
本
の
右
側
の
部
分
が
左
側
に
置
き
換
え
ら
れ
、
両
者
で
画
面
は
左
右
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
師
倹
堂
本
の
右
側
に
は
な
い
下
方
テ
ラ
ス
の
部
分
が
劉
本
の
左
側
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
細
か
く
見
る
と
、
そ
れ
が
劉
本
の
右
側
か
ら
続
く
テ
ラ
ス
の
端
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
形
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
部
分
は
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
劉
本
は
師
倹
堂
本
を
も
と
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
こ
の
よ
う
に
画
面
を
左
右
逆
転
さ
せ
る
こ
と
は
、
明
清
に
お
い
て
し
ば
し
ば
剽
窃
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
）
12
（
。
な
お
、
図
３
の
師
倹
堂
本
の
挿
絵
は
、
左
上
の
細
部
（
罫
線
で
囲
ん
だ
部
分
）
に
「
陳
昇
雲
刊
」
と
刻
工
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
図
２
の
劉
本
に
な
る
と
、
そ
れ
は
見
え
な
い
。
　
本
図
は
そ
も
そ
も
、
師
倹
堂
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
に
杭
州
容
与
堂
が
刊
行
し
た
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
廂
記
』（
以
下
「
容
与
堂
本
）
13
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第
十
一
齣
の
挿
図２　バークレー蔵劉本の第二図
図４　米国議会図書館蔵容与堂本の第十齣の挿絵
図３　台湾蔵師倹堂本の第十齣の挿絵と細部
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絵
（
図
４
）
を
参
照
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
図
３
と
図
４
を
比
べ
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
両
者
は
と
も
に
画
面
の
左
下
に
テ
ラ
ス
を
配
置
し
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
鶯
鶯
と
侍
女
の
紅
娘
が
そ
こ
の
欄
干
に
凭
れ
て
遠
く
を
眺
め
て
い
る
。
画
面
の
中
央
に
蓮
の
花
が
咲
い
た
広
い
池
が
あ
り
、
さ
ら
に
遠
景
に
は
橋
や
柳
、
緩
や
か
な
坂
が
描
か
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
ほ
ぼ
同
じ
構
図
を
し
て
い
る
た
め
、
師
倹
堂
本
の
図
は
容
与
堂
本
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
師
倹
堂
独
自
の
改
変
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
、
遠
景
の
山
を
削
除
し
、
右
側
の
近
景
に
太
湖
石
や
樹
木
を
付
け
加
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
読
者
の
視
線
を
よ
り
主
人
公
の
い
る
手
前
の
部
分
に
集
中
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
両
図
に
は
と
も
に
「
嫩
柳
池
塘
蔵
睡
鴨
／
淡
黄
楊
柳
帯
栖
鴉
」
と
い
う
曲
詞
が
題
さ
れ
て
い
る
が
、
師
倹
堂
本
は
そ
の
位
置
を
画
面
左
端
へ
移
動
し
、
さ
ら
に
「
王
廷
策
写
」
と
い
う
落
款
を
末
尾
に
付
け
加
え
た
。
王
廷
策
（
一
五
七
三
〜
一
六
二
〇
）
は
、
浙
江
省
山
陰
県
の
出
身
で
、
呉
鎮
や
黄
公
望
の
画
風
を
身
に
つ
け
た
万
暦
年
間
の
名
画
家
で
あ
る
が
、
こ
の
図
が
容
与
堂
本
を
原
図
と
す
る
以
上
、
作
者
は
王
廷
策
本
人
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
容
与
堂
本
の
版
下
絵
師
は
浙
江
省
由
拳
（
現
嘉
興
）
出
身
の
趙
璧
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
師
倹
堂
本
の
本
挿
絵
は
王
廷
策
が
直
接
描
い
た
も
の
で
は
な
く
、
容
与
堂
本
を
模
写
し
て
、
王
廷
策
の
作
に
仮
託
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
劉
本
第
三
の
挿
絵
も
ま
た
、
師
倹
堂
本
第
十
三
齣
に
挿
絵
と
大
体
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
柳
や
屋
根
、
岩
な
ど
の
細
部
を
見
れ
ば
、
劉
本
は
師
倹
堂
本
よ
り
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
両
図
に
登
場
す
る
人
物
が
違
う
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
テ
キ
ス
ト
の
第
十
齣
「
月
下
佳
期
」
の
挿
絵
で
あ
り
、
鶯
鶯
と
張
生
が
紅
娘
の
助
け
に
よ
っ
て
密
会
す
る
場
面
で
あ
る
。
図
５
は
師
倹
堂
本
の
人
物
細
部
で
あ
り
、
張
生
が
片
手
で
鶯
鶯
を
抱
え
、
も
う
一
方
の
手
で
鶯
鶯
の
上
着
の
紐
を
解
い
て
い
る
。
鶯
鶯
の
ポ
ー
ズ
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
両
手
を
上
着
に
差
し
込
む
よ
う
な
姿
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
劉
本
（
図
６
）
は
、
張
生
が
同
じ
よ
う
に
片
手
で
鶯
鶯
の
肩
を
抱
え
て
い
る
が
、
も
う
一
方
の
手
は
鶯
鶯
の
右
手
を
つ
か
み
、
そ
し
て
鶯
鶯
は
、
左
手
で
開
い
た
扇
子
を
持
っ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
劉
本
が
師
倹
堂
本
の
基
本
的
構
図
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
細
部
に
は
新
た
な
描
写
も
加
え
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
師
倹
堂
の
別
の
刊
本
か
ら
借
用
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。『
西
廂
記
』
の
出
版
と
同
じ
時
期
に
、
師
倹
堂
は
『
繍
襦
記
』
と
い
う
戯
曲
も
刊
行
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
第
十
九
齣
に
図
７
の
挿
絵
が
あ
る
。
こ
れ
と
図
６
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
両
者
の
類
似
性
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
た
、
鶯
鶯
の
装
身
具
か
ら
す
る
と
、
容
与
堂
本
第
十
五
齣
の
人
物
デ
ザ
イ
ン
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
（
図
８
）。
両
図
が
示
す
よ
う
に
、
鶯
鶯
の
腰
か
ら
長
く
垂
れ
下
が
る
紐
の
形
は
劉
本
と
容
与
堂
本
で
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
師
倹
堂
本
第
十
三
齣
の
挿
絵
に
は
、
「
転
過
芍
薬
欄
前
／
緊
敲
約
湖
山
石
辺
／
趙
松
雪
写
」
と
い
う
題
画
詩
が
あ
り
、
そ
の
右
下
に
陳
聘
洲
と
い
う
刻
工
の
名
前
も
見
え
る
が
、
劉
本
の
ほ
う
で
は
、
題
画
詩
も
刻
工
名
も
な
い
。
　
劉
本
第
四
の
挿
絵
（
図
９
）
は
題
画
詩
の
落
款
を
除
け
ば
、
師
倹
堂
本
第
十
五
齣
の
も
の
（
図
10
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
劉
本
は
、
落
款
に
「
熊
（
龔
か
）
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（367）768
儀
虞
」
と
い
う
署
名
が
あ
る
が
、
師
倹
堂
本
は
、
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
本
の
落
款
に
「
呉
巽
而
写
」
と
別
の
署
名
が
あ
り
（
図
10
）、
北
京
大
学
蔵
本
に
は
落
款
自
体
が
な
い
。
ま
た
、
こ
の
「
呉
巽
而
」
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
は
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。「
呉
巽
而
」
と
い
う
画
家
が
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
「
呉
巽
之
」
の
誤
り
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
、
も
し
呉
巽
之
で
あ
れ
ば
、
そ
の
生
卒
年
は
不
明
な
が
ら
も
、
江
南
文
化
圏
の
文
人
画
家
と
し
て
有
名
な
「
嘉
定
四
先
生
」
の
う
ち
、
程
嘉
燧
（
一
五
六
七
〜
一
六
四
三
）・
李
流
芳
（
一
五
七
五
〜
一
六
二
九
）・
婁
堅
（
一
五
六
七
〜
一
六
三
一
）
の
三
人
と
直
接
交
流
が
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
当
時
現
役
の
画
家
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
も
ち
ろ
ん
、
呉
巽
之
（
而
）
ま
た
は
熊
儀
虞
本
人
が
描
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
先
に
見
た
図
２
と
図
３
の
場
合
の
よ
う
に
、
容
与
堂
本
『
西
廂
記
』
第
十
五
齣
の
挿
絵
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
　
劉
本
第
五
の
挿
絵
も
、
師
倹
堂
本
第
十
八
齣
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
劉
本
の
挿
絵
の
落
款
に
「
趙
松
雪
筆
」
と
あ
る
が
、
最
後
の
「
筆
」
を
見
る
と
、
画
工
が
「
筆
」
字
だ
と
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
形
図８ 　米国議会図書館蔵容
与堂本第十五齣の挿絵
図６ 　バークレー蔵劉本
第三図の挿絵細部
図７ 　米国議会図書館蔵師
倹堂『綉襦記』の挿絵
図５ 　台湾蔵師倹堂本第
十三齣の挿絵細部
図９　バークレー蔵劉本第四図左側
図10　台湾蔵師倹堂本の第十五齣左側
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だ
け
を
ま
ね
て
刊
刻
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
ま
た
、
劉
本
第
六
の
挿
絵
（
図
11
）
に
は
、「
玉
鞭
嬌
馬
出
皇
都
」
と
題
画
詩
が
付
い
て
い
る
が
、
落
款
は
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
画
面
は
図
12
に
示
す
と
お
り
、
師
倹
堂
本
の
最
後
の
齣
で
あ
る
第
二
十
齣
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
「
盛
懋
寫
」
と
落
款
が
み
え
る
。
盛
懋
は
元
代
の
名
画
家
で
あ
る
が
、
こ
の
画
面
に
盛
懋
画
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
は
、
万
暦
四
十
三
年
に
杭
州
で
上
梓
さ
れ
た
『
徐
文
長
改
本
崑
崙
奴
雑
劇
』
の
挿
絵
（
図
13
）
を
、
人
物
だ
け
変
更
し
た
う
え
で
使
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
度
そ
の
よ
う
な
改
作
を
し
た
師
倹
堂
本
の
図
に
対
し
て
、
劉
本
は
さ
ら
に
遠
景
の
人
物
を
削
除
す
る
な
ど
し
て
、
盗
用
を
行
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
劉
本
第
七
の
挿
絵
も
半
丁
だ
け
残
っ
て
い
る
。
楼
閣
山
水
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
テ
キ
ス
ト
第
一
齣
の
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
挿
絵
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
同
じ
構
図
の
も
の
は
、
師
倹
堂
本
に
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
図
の
よ
う
な
松
葉
の
描
き
方
や
、
山
の
皴
法
、
霞
の
形
な
ど
は
、
師
倹
堂
本
も
参
考
に
し
た
杭
州
本
『
崑
崙
奴
雑
劇
』
の
挿
絵
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
た
ぶ
ん
劉
本
の
こ
の
図
は
、
そ
の
よ
う
な
杭
州
刊
本
の
挿
絵
版
画
を
、
直
接
或
い
は
師
倹
堂
本
の
出
し
た
別
の
書
物
を
通
し
て
盗
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ま
だ
検
図11　バークレー蔵劉本第六図
図12　台湾蔵師倹堂本第二十齣の挿絵
図13 　杭州刊本『徐文長改本崑崙奴雑劇』の挿絵（首
都図書館編『古本戯曲版画図録』（学苑出版社、一
九九七）収載）
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（369）766
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
　
劉
本
第
八
の
挿
絵
（
図
14
）
は
半
丁
だ
け
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
、
師
倹
堂
本
上
巻
第
五
齣
の
挿
絵
（
図
15
）
の
左
半
分
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
両
者
は
落
款
も
同
じ
で
あ
り
、「
蔡
沖
寰
写
」
と
判
読
で
き
る
。
蔡
沖
寰
は
万
暦
頃
の
有
名
な
画
工
で
あ
り
、
名
を
佐
汝
、
字
を
沖
寰
、
号
を
元
勛
と
い
う
。
し
か
し
両
本
に
お
け
る
落
款
の
印
章
部
分
を
比
較
し
て
み
る
と
、
師
倹
堂
本
と
劉
本
と
で
相
違
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
師
倹
堂
本
は
「
蔡
氏
元
勛
」
と
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
の
に
対
し
、
劉
本
の
ほ
う
で
は
字
の
輪
郭
が
写
し
崩
れ
て
お
り
、
ど
う
も
「
蔡
氏
元
勛
」
と
理
解
し
な
い
ま
ま
字
形
だ
け
を
な
ぞ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
師
倹
堂
本
の
挿
絵
も
、
結
局
は
他
本
か
ら
模
刻
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
も
と
の
絵
は
、
万
暦
四
十
二
年
銭
塘
の
鐘
氏
が
上
梓
し
た
『
四
声
猿
』
と
い
う
戯
曲
に
収
め
ら
れ
た
「
秋
風
雁
塞
」
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
劉
本
に
見
え
な
い
師
倹
堂
本
独
自
の
挿
絵
は
、
そ
の
第
一
齣
と
第
三
齣
、
第
七
齣
に
あ
る
。
第
一
齣
の
挿
絵
は
、
書
坊
主
人
の
蕭
騰
鴻
（
字
は
慶
雲
）
自
身
の
作
と
銘
打
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
齣
の
挿
絵
は
、
落
款
に
「
蕭
照
鳴
」
と
あ
る
。
彼
は
生
卒
年
が
不
明
で
あ
る
が
、
万
暦
年
間
に
蔡
沖
寰
ら
と
と
も
に
『
玉
茗
堂
牡
丹
亭
還
魂
記
』
の
挿
絵
版
画
を
手
が
け
た
人
物
で
あ
り
、
蕭
騰
鴻
の
一
族
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
）
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（
。第
七
齣
の
挿
絵
は
、題
画
詩
に
「
米
元
章
」
と
い
う
落
款
が
あ
り
、
ま
た
「
次
泉
刊
」
と
刻
工
名
も
付
い
て
い
る
。
米
元
章
と
は
、
宋
代
の
有
名
な
米
芾
で
あ
る
が
、
次
泉
と
は
、
劉
次
泉
（
一
五
九
〇
頃
〜
一
六
四
四
頃
）
の
こ
と
で
あ
り
、
万
暦
年
間
に
活
躍
し
た
徽
州
府
歙
県
出
身
の
有
名
な
刻
工
で
あ
る
）
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。
彼
は
雇
主
に
し
た
が
っ
て
建
陽
、
新
安
、
金
陵
、
杭
州
等
の
地
域
を
回
り
な
が
ら
刊
刻
業
に
た
ず
さ
わ
り
、
ま
た
蔡
佐
汝
と
コ
ン
ビ
を
組
み
、『
八
種
画
譜
』
図14　バークレー蔵劉本第八図の挿絵と落款細部
図15　台湾蔵師倹堂本第五出の挿絵と落款細部
765（370）
の
一
部
）
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と
『
図
絵
宗
彝
』
な
ど
の
画
譜
を
手
が
け
、
通
俗
戯
曲
小
説
な
ど
の
版
下
絵
を
も
多
く
作
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
詩
の
情
景
を
文
字
通
り
絵
画
化
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
こ
の
コ
ン
ビ
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。
　
こ
れ
ら
師
倹
堂
本
に
あ
り
、
劉
本
に
は
見
ら
れ
な
い
挿
絵
は
、
も
と
も
と
劉
本
に
も
あ
っ
た
が
、
後
世
に
破
損
し
て
亡
佚
し
た
可
能
性
も
高
い
。
ま
た
、
劉
本
の
挿
絵
と
テ
キ
ス
ト
の
齣
の
順
序
が
対
応
し
て
い
な
い
点
に
関
し
て
は
、
劉
本
が
後
世
改
装
さ
れ
た
時
に
挿
絵
の
順
序
を
間
違
え
た
も
の
と
考
え
る
。
　
以
上
、
劉
本
と
師
倹
堂
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
一
通
り
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。
劉
本
は
師
倹
堂
本
の
挿
絵
を
題
画
詩
も
含
め
て
模
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
程
で
画
工
や
刻
工
の
名
前
を
削
除
し
、
細
部
意
匠
に
お
い
て
も
簡
略
化
を
進
め
た
結
果
、
挿
絵
の
細
部
に
み
ら
れ
る
刻
印
文
字
や
器
物
な
ど
は
、
も
と
の
師
倹
堂
本
と
照
ら
し
て
よ
う
や
く
種
類
を
特
定
で
き
る
ほ
ど
粗
略
な
表
現
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
様
々
な
差
違
は
、
模
刻
の
過
程
で
生
じ
た
写
し
崩
れ
で
あ
ろ
う
が
、
単
に
模
刻
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
刻
工
の
技
量
に
歴
然
た
る
差
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
三
　
出
版
経
緯
に
つ
い
て
　
師
倹
堂
は
『
西
廂
記
』
を
刊
刻
す
る
に
あ
た
り
、『
琵
琶
記
』『
紅
払
記
』『
玉
合
記
』『
繍
襦
記
』『
玉
簪
記
』
を
加
え
た
「
六
合
同
春
」
と
い
う
戯
曲
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
も
出
版
し
た
。
見
開
き
一
つ
の
大
き
な
絵
を
入
れ
、
詩
画
集
の
よ
う
な
体
裁
を
も
つ
そ
れ
ら
戯
曲
本
は
、
か
な
り
豪
華
な
書
物
で
あ
り
、
発
売
当
初
は
大
き
な
人
気
を
博
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
劉
氏
明
徳
堂
は
劉
本
『
西
廂
記
』
の
ほ
か
に
、
同
種
の
挿
絵
本
の
出
版
例
が
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
明
徳
堂
の
み
な
ら
ず
、
万
暦
年
間
の
建
陽
出
版
界
全
体
に
お
い
て
も
、
江
南
あ
た
り
で
流
行
す
る
よ
う
な
挿
絵
を
売
り
物
に
す
る
戯
曲
本
を
刊
行
す
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
）
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。
そ
う
し
た
中
、
劉
本
『
西
廂
記
』
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
現
存
す
る
例
外
で
あ
り
、
万
暦
頃
の
建
陽
に
お
い
て
最
も
異
色
の
出
版
物
で
あ
っ
た
。
　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
劉
氏
明
徳
堂
の
出
版
は
基
本
的
に
建
陽
の
坊
刻
と
同
様
で
、
明
代
中
期
の
劉
輝
が
経
書
や
医
書
な
ど
士
大
夫
の
読
み
物
に
集
中
し
た
の
に
対
し
、
晩
明
の
劉
応
襲
に
至
る
と
、
世
俗
的
な
日
用
書
、
占
い
書
、
白
話
小
説
な
ど
が
主
力
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
エ
リ
ー
ト
層
の
士
大
夫
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
中
間
層
の
一
般
市
民
を
読
者
と
し
、
ま
た
よ
り
多
く
広
汎
に
売
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
版
刻
は
粗
雑
で
あ
り
、
料
紙
が
悪
く
、
値
段
も
非
常
に
安
い
）
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そ
の
品
質
の
低
さ
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
保
存
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
多
く
が
散
佚
し
て
、
今
に
残
る
の
は
ご
く
一
部
で
し
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
一
般
向
け
の
出
版
の
中
で
、
劉
応
襲
は
た
だ
一
つ
だ
け
性
格
が
ま
っ
た
く
異
な
る
戯
曲
本
で
あ
る
『
西
廂
記
』
を
刊
行
し
た
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
　
劉
本
『
西
廂
記
』
の
出
版
背
景
に
関
し
て
は
、
ま
だ
幾
つ
か
の
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
劉
本
は
師
倹
堂
本
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
が
）
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（
、
何
故
師
倹
堂
本
に
あ
っ
た
「
陳
眉
公
先
生
批
評
」
の
標
題
を
「
李
卓
吾
先
生
批
評
」
と
書
き
換
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
の
俗
文
学
書
の
中
に
よ
く
付
い
て
い
る
名
家
の
コ
メ
ン
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
批
評
」
と
い
う
も
の
は
、
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（371）764
挿
絵
版
画
と
同
じ
く
、
対
象
読
者
を
引
き
付
け
る
手
段
の
一
つ
と
み
て
よ
い
。
こ
う
し
た
標
題
を
書
き
換
え
る
こ
と
自
体
、
書
坊
が
利
益
を
ね
ら
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
劉
本
が
書
物
の
形
式
上
で
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
出
版
物
で
あ
り
、「
本
書
は
海
賊
版
で
は
な
く
、
新
版
で
あ
る
ら
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
、
読
者
の
注
意
を
引
き
、
師
倹
堂
本
に
対
抗
す
る
意
図
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
で
は
、
何
故
「
李
卓
吾
」
の
名
前
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
万
暦
年
間
の
江
蘇
・
浙
江
を
中
心
と
す
る
江
南
地
区
に
お
け
る
民
衆
文
化
を
代
表
す
る
新
興
的
な
知
識
人
・
陳
継
儒
（
眉
公
先
生
）
に
関
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
評
価
が
一
定
で
は
な
い
が
、
一
般
庶
民
か
ら
人
気
が
高
か
っ
た
た
め
、
庶
民
を
対
象
読
者
と
す
る
多
く
の
書
物
が
「
陳
継
儒
批
評
」、「
陳
継
儒
題
詞
」、「
陳
継
儒
序
跋
」
と
銘
打
っ
て
次
々
と
出
版
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
崇
禎
年
間
（
一
六
二
八
〜
一
六
四
四
）
に
至
る
と
、
陳
継
儒
の
名
は
福
建
地
区
へ
も
流
布
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
建
陽
の
書
坊
存
仁
堂
が
万
暦
四
十
二
年
に
初
め
て
『
萬
寶
全
書
』
を
刊
行
し
た
時
に
は
「
陳
継
儒
」
の
名
は
見
え
な
い
も
の
の
、
崇
禎
元
年
に
同
書
を
重
刻
し
た
際
に
は
「
新
刻
眉
公
陳
先
生
編
纂
」
の
標
題
が
加
わ
り
、
か
つ
巻
頭
に
「
陳
継
儒
の
題
詞
」
も
付
け
ら
れ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
李
卓
吾
（
一
五
二
七
〜
一
六
〇
二
）
は
、
陽
明
学
派
の
思
想
家
で
あ
り
、
特
異
な
思
想
と
行
動
の
た
め
に
、
当
時
の
思
想
界
で
大
き
な
名
声
を
得
て
い
た
。
彼
は
自
著
の
『
焚
書
』
に
お
い
て
『
西
廂
記
』『
水
滸
伝
』
な
ど
俗
文
学
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い
た
た
め
）
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、
当
時
の
書
商
は
そ
れ
ら
の
書
物
を
出
版
す
る
際
、
し
ば
し
ば
「
李
卓
吾
批
評
」
と
銘
打
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か
っ
た
。
万
暦
三
十
八
年
杭
州
容
与
堂
本
『
北
西
廂
記
』
を
は
じ
め
、
杭
州
起
鳳
館
本
『
王
李
合
評
北
西
廂
記
』、
福
建
遊
敬
泉
本
『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』
な
ど
と
い
っ
た
『
西
廂
記
』
の
諸
刊
本
が
、
多
く
李
卓
吾
の
名
に
仮
託
さ
れ
た
。
万
暦
年
間
に
上
梓
さ
れ
た
劉
本
『
西
廂
記
』
の
批
評
者
を
陳
継
儒
以
外
の
有
名
人
に
偽
託
し
よ
う
と
書
坊
が
考
え
た
場
合
、「
李
卓
吾
」
の
名
が
選
ば
れ
た
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
既
に
万
暦
三
十
年
に
李
卓
吾
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
著
作
権
の
問
題
が
な
い
た
め
）
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（
、
劉
本
に
お
け
る
仮
託
翻
刻
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
建
陽
書
林
に
お
い
て
翻
刻
の
問
題
は
は
な
は
だ
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
京
板
」
や
、「
金
陵
板
」
を
標
榜
し
、
版
権
を
明
示
す
る
よ
り
、
版
権
を
隠
す
方
が
む
し
ろ
多
か
っ
た
。
劉
本
『
西
廂
記
』
の
出
版
は
後
者
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
、
金
陵
で
上
梓
さ
れ
た
師
倹
堂
本
を
得
て
、
そ
れ
を
模
刻
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
な
る
利
潤
追
求
の
た
め
、
書
名
を
改
め
て
、
新
版
と
偽
っ
て
読
者
を
引
き
付
け
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
建
陽
出
版
史
の
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
劉
本
の
出
版
経
緯
に
関
す
る
二
つ
目
の
問
題
点
は
、
劉
応
襲
が
、
日
用
生
活
の
た
め
の
実
用
書
出
版
を
主
体
と
し
た
中
に
、
何
故
俗
書
で
あ
る
戯
曲
を
一
種
だ
け
刊
行
し
た
の
か
と
い
う
謎
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
晩
明
に
お
い
て
書
物
の
需
要
層
に
お
け
る
一
般
市
民
と
は
、
識
字
力
が
あ
り
、
か
つ
購
入
力
も
あ
る
商
農
工
者
層
た
ち
で
あ
り
、
百
科
事
典
の
よ
う
な
日
用
生
活
書
は
そ
の
よ
う
な
人
々
を
受
容
対
象
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
師
倹
堂
本
戯
曲
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
書
籍
763（372）
は
、「
俗
な
る
戯
曲
本
と
い
え
ど
も
、
精
刻
の
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
、
決
し
て
俗
の
俗
な
る
大
衆
の
読
み
物
だ
っ
た
の
で
は
な
く
」、
さ
ら
に
そ
の
値
段
も
「
一
般
書
よ
り
倍
ほ
ど
も
割
高
と
な
る
し
、
金
の
な
い
庶
人
や
貧
書
生
が
、
気
軽
に
買
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
」
状
況
に
あ
っ
た
）
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。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
戯
曲
本
は
、
商
品
経
済
が
発
達
し
た
江
南
地
域
に
集
ま
っ
て
い
る
富
商
や
文
雅
の
士
（
文
雅
も
ど
き
を
含
む
）
こ
そ
を
対
象
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
豪
華
な
出
版
事
業
は
、
金
陵
の
師
倹
堂
、
杭
州
の
容
与
堂
の
よ
う
な
大
手
業
者
に
し
て
は
じ
め
て
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。
大
手
の
業
者
な
ら
ぬ
劉
氏
は
、
自
ら
資
本
を
投
下
し
て
新
た
な
書
物
を
編
集
、
刊
行
す
る
よ
り
、
む
し
ろ
翻
版
を
す
る
方
に
ま
わ
り
、
も
と
も
と
精
刻
で
あ
る
師
倹
堂
本
を
も
と
に
、
粗
雑
な
廉
価
版
を
作
っ
て
、
地
元
の
市
場
に
送
り
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
　
ま
た
、
劉
応
襲
に
よ
る
翻
刻
意
図
は
、
彼
の
個
人
的
な
経
歴
と
関
連
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
劉
応
襲
本
人
に
つ
い
て
残
さ
れ
て
い
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
彼
が
万
暦
丁
未
年
（
一
六
〇
七
）
に
刊
行
し
た
『
学
府
全
編
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
自
筆
の
「
題
学
府
全
編
引
」
の
序
文
に
は
次
の
記
述
が
見
え
る
。
　
余
垂
髫
時
、
志
於
文
学
、
砕
礪
章
句
、
工
於
辭
句
之
奧
処
則
罔
然
。
因
肄
業
於
崇
文
閣
、
得
与
龍
陽
子
伍
。
足
跡
接
踵
、
目
擊
耳
聞
、
日
交
切
琢
、
研
究
群
書
。
見
彼
瞭
然
、
了
了
始
憾
。
然
太
息
方
識
、
迷
隱
才
里
。
真
正
法
眼
、
吾
儒
流
中
之
知
識
也
。
余
觀
其
書
乃
天
文
地
輿
祀
圖
及
山
海
經
、
博
物
志
、
怪
異
符
籙
、
渚
夷
傳
、
南
越
志
、
西
域
紀
、
総
総
琳
琳
、
無
不
遍
閲
。
余
是
以
援
其
捷
用
者
錄
之
、
刪
其
繁
乱
者
去
之
、
故
彙
纂
成
帙
、
名
曰
学
府
全
編
。
　
序
文
に
お
い
て
、
劉
氏
は
崇
文
閣
と
い
う
学
府
で
学
び
、
龍
陽
子
な
る
人
物
と
と
も
に
『
学
府
全
編
』
を
編
集
、
刊
行
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
崇
文
閣
の
具
体
的
な
所
在
は
分
か
ら
な
い
が
、
南
北
両
京
の
国
子
監
に
設
立
さ
れ
た
崇
文
閣
が
、
全
国
の
最
高
学
府
と
し
て
一
番
有
名
で
あ
っ
た
）
24
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。
そ
し
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
劉
氏
が
若
い
頃
か
ら
文
学
に
志
し
て
章
句
の
学
を
励
め
、
さ
ら
に
崇
文
閣
で
業
を
受
け
た
と
い
う
経
歴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
劉
氏
は
伝
統
的
な
士
大
夫
階
層
を
め
ざ
し
、
は
じ
め
科
挙
の
た
め
の
学
問
に
専
念
し
た
。
そ
の
の
ち
、
何
ら
か
の
事
情
で
出
版
営
業
に
身
を
投
じ
た
が
、
自
ら
文
雅
の
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
、
興
の
お
も
む
く
ま
ま
に
劉
本
『
西
廂
記
』
を
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
建
陽
の
余
象
斗
（
字
仰
止
、
号
文
台
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
類
聚
三
台
万
用
正
宗
不
求
人
編
』（
三
十
五
巻
、
陽
明
文
庫
蔵
本
）
の
巻
頭
に
も
、
前
述
し
た
『
学
府
全
編
』
と
同
一
の
序
文
が
あ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
は
「
万
暦
己
酉
（
一
六
〇
九
）
歳
仲
春
吉
旦
」
の
木
記
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
25
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。
こ
の
序
文
は
、
劉
応
襲
の
『
学
府
全
編
』
よ
り
二
年
遅
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
同
書
は
劉
応
襲
『
学
府
全
編
』
の
板
木
の
一
部
を
削
り
と
っ
て
、
ま
た
劉
少
喬
山
堂
『
書
法
叢
珠
』
の
板
木
を
加
え
て
、
彫
り
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
建
陽
書
商
の
翻
刻
は
昔
か
ら
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（373）762
有
名
で
あ
り
、「
京
本
」
或
い
は
「
金
陵
本
」
な
ど
外
地
刊
本
の
ほ
か
に
、
建
陽
の
地
元
で
出
版
さ
れ
た
書
物
も
、
異
姓
書
坊
間
で
繰
り
返
し
翻
刻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
余
象
斗
が
上
梓
し
た
『
全
像
東
遊
記
上
洞
八
仙
伝
』（
国
立
公
文
書
館
藏
本
）
の
中
に
彼
自
身
が
記
し
た
「
八
仙
伝
引
」
と
い
う
序
文
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
不
佞
斗
自
刊
『
華
光
』
等
伝
、
系
出
予
心
胸
之
編
集
、
其
労
鞅
掌
矣
、
其
費
弘
巨
矣
。
乃
多
為
射
利
者
刊
、
甚
諸
伝
照
本
堂
様
式
、
践
人
軌
轍
而
逐
人
後
塵
也
。
今
本
坊
亦
有
自
立
者
固
多
、
而
亦
有
逐
利
之
無
恥
、
与
異
方
之
浪
棍
、
迁
徙
之
逃
奴
、
専
欲
翻
人
已
成
之
刻
者
、
襲
人
唾
棄
、
得
無
垂
首
而
汗
顔
、
無
恥
之
甚
乎
、
故
説
。
　
余
象
斗
が
自
身
で
刊
本
を
編
集
し
、
出
版
し
て
膨
大
な
資
本
と
精
力
を
傾
け
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
利
益
の
た
め
に
彼
の
刊
本
を
翻
刻
す
る
射
利
者
た
ち
を
恥
知
ら
ず
罵
倒
し
て
い
る
。
建
陽
地
区
に
お
い
て
刻
書
家
と
し
て
地
位
を
確
立
し
て
い
た
余
象
斗
は
、
自
ら
の
「
版
権
」
を
強
烈
に
主
張
し
な
が
ら
も
、
実
は
翻
版
を
お
こ
な
っ
て
他
者
の
書
物
を
盗
作
し
て
い
た
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
、
晩
明
建
陽
刻
書
業
の
実
態
で
あ
っ
た
。
終
わ
り
に
　
師
倹
堂
本
は
、
そ
の
書
坊
主
人
・
蕭
氏
の
企
画
に
よ
り
、
当
時
の
名
画
工
蔡
沖
寰
が
容
与
堂
刊
本
な
ど
の
杭
州
版
画
に
倣
っ
て
版
下
を
描
き
、
刻
工
陳
昇
雲
・
陳
聘
洲
・
劉
次
泉
ら
に
板
木
を
彫
ら
せ
、
宋
元
名
家
と
現
役
の
有
名
画
家
の
名
を
冠
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
人
気
を
博
し
、
民
国
ま
で
繰
り
返
し
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
劉
応
襲
は
福
建
省
建
陽
の
出
身
で
あ
る
が
、
金
陵
に
お
い
て
学
問
を
修
め
た
経
歴
を
も
つ
よ
う
で
、
金
陵
の
出
版
業
界
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
江
南
地
区
に
お
い
て
大
流
行
し
た
師
倹
堂
本
を
一
見
し
、
た
だ
ち
に
翻
刻
を
企
て
た
。
ま
た
、
利
益
目
的
を
も
っ
て
、
陳
継
儒
の
批
点
を
名
前
だ
け
李
卓
吾
に
書
き
換
え
、
画
工
と
刻
工
の
名
前
を
意
図
的
に
削
除
し
た
点
を
考
え
る
と
、
劉
本
は
偽
作
で
あ
り
、
無
許
可
の
海
賊
版
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
制
作
年
代
も
師
倹
堂
本
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
よ
り
後
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
万
暦
時
代
は
四
十
八
年
の
八
月
に
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、「
万
暦
新
歳
」
の
標
記
を
も
つ
劉
本
が
作
ら
れ
た
の
は
、
万
暦
四
十
七
年
か
四
十
八
年
に
限
定
で
き
る
。
　
ま
た
、
中
国
国
家
図
書
館
の
蔵
書
に
崇
禎
年
間
の
明
徳
堂
刊
『
顧
瑞
屏
太
史
評
閲
韓
黎
昌
先
生
集
』（
四
十
巻
）
が
あ
り
）
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（
、
も
し
こ
れ
が
劉
応
襲
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
万
暦
後
半
年
に
活
躍
し
た
劉
応
襲
の
刻
書
業
は
、
崇
禎
年
間
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
761（374）
注
（
1
）　
本
書
の
書
誌
は
柏
克
莱
加
州
大
学
東
亜
図
書
館
編
『
柏
克
萊
加
州
大
学
東
亞
図
書
館
中
文
古
籍
善
本
書
志
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
五
、
三
六
八
〜
三
七
三
頁
）
参
照
。
巻
頭
と
巻
末
に
「
雙
紅
堂
」
の
朱
文
印
が
あ
り
、
長
澤
規
矩
也
の
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
氏
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
昭
和
十
七
年
に
六
月
に
山
本
書
店
か
ら
本
書
を
買
っ
た
と
い
う
（
長
澤
規
矩
也
「
わ
が
蒐
書
の
歴
史
の
一
斑
│
戯
曲
小
説
書
を
中
心
に
│
」『
雙
紅
堂
文
庫
分
類
目
録
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
六
一
）。
（
2
）　
「
萬
暦
新
歳
」
の
表
記
は
、
福
建
の
版
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
万
暦
元
年
の
こ
と
で
は
な
く
、
万
暦
の
あ
る
年
の
新
春
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
磯
部
彰
「
建
陽
本
「
万
暦
新
歳
」
刊
記
考
」（『
東
北
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
十
二
号
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
）
を
参
照
。
（
3
）　
劉
本
と
師
倹
堂
本
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
郭
立
暄
「
論
劉
応
襲
刊
本
『
李
卓
吾
先
生
批
評
西
廂
記
』」（
上
海
図
書
館
編
『
図
書
館
雑
誌
』、
二
〇
〇
六
年
第
五
期
）
を
参
照
。
郭
氏
は
挿
絵
版
画
を
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
、
李
卓
吾
か
ら
の
批
評
が
陳
眉
公
の
も
の
よ
り
先
に
出
さ
れ
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
劉
本
の
方
が
先
行
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。
な
お
、
注（
1
）前
掲
書
に
お
け
る
劉
本
の
書
誌
も
、
郭
氏
の
結
論
に
従
う
。
（
4
）　
長
澤
規
矩
也
編
『
日
光
山
「
天
海
藏
」
主
要
古
書
解
題
』（
日
光
山
輪
王
寺
、
一
九
六
六
、
一
一
三
頁
）。
な
お
、
中
国
大
連
図
書
館
に
も
同
書
の
残
欠
本
が
あ
る
と
い
う
。
（
5
）　
劉
輝
明
徳
堂
本
『
大
広
益
会
玉
篇
』
は
孤
本
で
あ
り
、
中
山
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
。
本
書
は
中
国
国
家
図
書
館
・
中
国
国
家
古
籍
保
護
中
心
編
『
第
二
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録
』
第
四
冊
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
〇
、
一
五
五
頁
）
に
図
版
が
載
せ
ら
れ
、
書
誌
も
記
さ
れ
て
い
る
。
（
6
）　
主
要
な
根
拠
は
、
杜
信
孚
・
杜
同
書
編
著
『
全
明
分
省
分
県
刻
書
考
』
福
建
省
巻
（
線
装
書
局
、
二
〇
〇
一
）。
他
に
、
方
彦
壽
『
建
陽
刻
書
史
』（
中
国
社
会
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）、
井
上
泰
山
「
ス
ペ
イ
ン
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
修
道
院
図
書
館
所
蔵
漢
籍
に
つ
い
て
│
先
人
の
調
査
報
告
に
対
す
る
補
足
と
残
さ
れ
た
課
題
│
」（
一
般
財
団
法
人
東
方
學
會
『
東
方
學
』
第
百
三
十
一
輯
・
内
外
東
方
学
界
消
息
、
二
〇
一
六
）
も
参
照
。
（
7
）　
楊
守
敬
『
日
本
訪
書
志
』
巻
三
（
広
文
書
局
、
一
九
六
七
）。
注（
5
）所
引
の
前
掲
書
に
載
せ
ら
れ
た
図
版
か
ら
も
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
明
徳
堂
の
『
玉
篇
』
に
は
「
楊
守
敬
印
」
と
い
う
印
章
が
あ
り
、
楊
守
敬
の
旧
蔵
本
で
あ
る
。
（
8
）　
詹
氏
進
徳
堂
が
刊
行
し
た
『
大
広
益
会
玉
篇
』
は
現
在
、
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
の
木
記
に
は
「
三
峰
精
舍
、
弘
治
壬
子
（
五
年
）
孟
夏
之
吉
、
詹
氏
進
徳
堂
重
刊
」
と
あ
る
。
中
国
国
家
図
書
館
・
中
国
国
家
古
籍
保
護
中
心
編
『
第
三
批
国
家
珍
貴
古
籍
名
録
図
録
』
第
二
冊
（
国
家
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
二
九
六
頁
）
参
照
。
な
お
同
じ
版
の
初
刊
は
元
代
の
も
の
と
言
わ
れ
、
や
は
り
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
9
）　
美
国
哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
編
『
美
国
哈
佛
大
学
哈
佛
燕
京
図
書
館
蔵
中
文
善
本
彙
刊
24
』（
商
務
印
書
館
・
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）
に
影
印
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
10
）　
師
倹
堂
の
所
在
地
は
、
建
陽
と
す
る
説
（
方
彦
壽
「
蕭
騰
鴻
師
倹
堂
的
刻
書
地
点
」
『
文
献
』
一
九
八
九
年
第
一
期
、
杜
信
孚
『
明
代
版
刻
綜
録
』
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
一
九
八
三
）、
金
陵
と
す
る
説
（
張
秀
民
「
明
代
南
京
的
印
書
」『
文
物
』
一
九
八
〇
年
第
一
期
）、
杭
州
と
す
る
説
（
周
心
慧
・
王
致
軍
氏
『
中
国
古
代
戯
曲
版
画
集
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
の
三
説
が
あ
る
。
（
11
）　
師
倹
堂
本
は
北
京
大
学
図
書
館
、
台
湾
の
国
家
図
書
館
、
京
都
産
業
大
学
小
川
文
庫
な
ど
に
所
蔵
。
本
論
文
は
台
湾
国
家
図
書
館
本
を
使
用
し
た
。
（
12
）　
小
林
宏
光
『
中
国
版
画
史
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
、
六
〇
〇
〜
六
〇
三
頁
）
参
照
。例
え
ば
、『
顧
氏
画
譜
』
に
あ
る
閻
立
徳
の
「
漁
楽
図
」
が
、同
様
の
手
段
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
容
与
堂
の
刊
行
し
た
『
李
卓
吾
先
生
批
評
紅
拂
記
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
13
）　
本
論
で
は
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
所
蔵
の
容
与
堂
本
『
西
廂
記
』
を
使
用
し
た
。
本
書
は
下
卷
第
七
番
目
の
挿
絵
に
「
倉
煙
迷
樹
／
衰
草
連
天
／
野
渡
舟
横
」
と
い
う
題
画
詩
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
「
庚
戌
夏
日
模
于
呉
山
堂
／
無
瑕
」
と
落
款
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
の
成
立
年
代
は
万
暦
庚
戌
（
三
十
八
年
）
で
あ
り
、
版
下
は
趙
璧
（
字
は
無
瑕
）
の
手
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
14
）　
程
嘉
燧
『
浪
淘
集
』、
李
流
芳
『
檀
園
集
』、
婁
堅
『
呉
歈
小
草
』
に
そ
れ
ぞ
れ
呉
巽
明
万
暦
劉
応
襲
刊
本
『
西
廂
記
』
に
つ
い
て
（375）760
之
と
唱
和
す
る
詩
が
あ
る
。
（
15
）　
喬
光
輝
「
明
師
倹
堂
『
六
合
同
春
』
戯
曲
挿
図
与
文
本
接
受
」（
華
東
師
範
大
学
芸
術
研
究
所
編
『
中
国
美
術
研
究
』、
二
〇
一
四
年
第
三
期
）。
（
16
）　
劉
次
泉
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
、
徽
州
府
歙
県
と
す
る
説
、
福
建
省
建
陽
県
と
す
る
説
、
浙
江
省
杭
州
府
と
す
る
説
が
あ
っ
て
一
定
し
な
い
。
（
17
）　
『
八
種
画
譜
』
は
、
明
末
の
万
暦
・
天
啓
頃
に
集
雅
斎
黄
鳳
池
に
よ
っ
て
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
八
種
の
画
譜
に
対
す
る
総
称
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
『
五
言
唐
詩
画
譜
』『
六
言
唐
詩
画
譜
』
の
二
種
は
、
劉
次
泉
と
蔡
佐
汝
の
手
に
な
る
。
（
18
）　
建
陽
で
出
さ
れ
た
戯
曲
本
は
主
に
散
曲
集
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
戯
曲
本
に
入
れ
ら
れ
る
挿
絵
は
、
そ
の
画
幅
は
比
較
的
小
さ
く
、
画
面
は
人
物
を
主
体
と
し
、
江
南
あ
た
り
の
戯
曲
本
と
根
本
的
に
性
格
を
異
に
す
る
（
瀧
本
弘
之
・
大
塚
秀
高
編
『
中
国
古
典
文
学
と
挿
画
文
化
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
、
一
二
九
〜
一
三
四
頁
）。
ま
た
、
江
南
あ
た
り
の
戯
曲
書
物
を
底
本
に
翻
刻
し
た
建
陽
本
の
例
と
し
て
、
劉
本
『
西
廂
記
』
の
ほ
か
に
、
金
陵
の
陳
大
来
が
出
版
し
た
『
重
校
北
西
廂
記
』
を
建
陽
の
遊
敬
泉
が
翻
刻
し
た
『
李
卓
吾
批
評
合
像
北
西
廂
記
』
が
あ
る
。
（
19
）　
明
徳
堂
の
刊
行
し
た
書
物
の
値
段
は
、
ま
だ
実
例
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
別
の
建
陽
書
坊
が
出
し
た
日
用
類
書
を
例
に
見
れ
ば
、
存
仁
堂
刊
『
万
宝
全
書
』
は
万
暦
年
間
に
「
銀
一
両
」
の
値
段
が
つ
き
、
そ
れ
が
さ
ら
に
崇
禎
年
間
に
な
る
と
、「
銀
一
銭
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
中
で
最
も
安
い
値
段
が
つ
く
こ
と
も
あ
っ
た
（
酒
井
忠
夫
『
中
国
日
用
類
書
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
一
、
一
二
七
〜
一
三
二
頁
）。
な
お
、
明
代
に
お
け
る
書
物
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
沈
津
「
明
代
坊
刻
図
書
之
流
通
与
価
格
」（『
国
家
図
書
館
館
刊
』
台
北
市
国
家
図
書
館
、
一
九
九
六
年
第
一
期
）、
大
木
康
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
、
一
二
一
〜
一
二
八
頁
）
参
照
。
（
20
）　
両
書
の
批
点
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
拙
稿
「
陳
継
儒
評
『
西
廂
記
』
的
刊
本
流
変
及
其
真
偽
」（『
中
華
戯
曲
』
第
五
十
三
輯
、
文
化
芸
術
出
版
社
、
二
〇
一
六
）
で
論
じ
た
。
（
21
）　
李
卓
吾
『
焚
書
』
巻
三
、『
続
焚
書
』
巻
一
に
は
『
西
廂
記
』『
琵
琶
記
』
に
つ
い
て
の
様
々
な
コ
メ
ン
ト
が
散
見
さ
れ
る
。
（
22
）　
「
著
作
権
」
と
い
う
言
葉
は
近
代
以
降
の
概
念
で
あ
る
が
、
明
代
当
時
の
人
々
に
も
そ
の
意
識
が
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
る
。
例
え
ば
、
書
商
が
「
李
卓
吾
」
の
名
に
仮
託
し
た
書
物
を
出
版
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
卓
吾
の
門
人
汪
本
珂
に
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。「（
李
卓
吾
）
一
死
而
書
益
伝
、
名
益
重
。（
中
略
）
夫
偽
為
先
生
者
、
套
先
生
之
口
気
、
冒
先
生
之
批
評
、
欲
以
欺
人
。
而
不
能
欺
不
可
欺
之
人
也
、
不
乏
識
者
、
固
能
自
辨
之
。（
中
略
）
坊
間
一
切
戯
劇
、
淫
謔
刻
本
批
点
、
動
曰
卓
吾
先
生
、
耳
食
翕
然
艶
之
、
其
為
世
道
人
心
之
害
不
浅
、
先
生
之
霊
必
有
餘
恫
矣
。」（
汪
本
珂
「
続
刻
李
氏
書
序
」『
李
贄
文
集
・
続
焚
書
』
北
京
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。
（
23
）　
井
上
進
『
中
国
出
版
文
化
史
：
書
物
世
界
と
知
の
風
景
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
、
二
六
九
頁
）
を
参
照
。
ま
た
、
小
説
戯
曲
な
ど
の
俗
文
学
書
の
値
段
に
関
し
て
の
研
究
は
、
磯
部
彰
「
明
末
に
お
け
る
『
西
遊
記
』
の
主
体
的
受
容
層
の
研
究
」
（『
集
刊
東
洋
学
』
巻
四
十
四
、
東
北
大
学
中
国
文
史
哲
研
究
会
、
一
九
八
〇
）
も
参
照
。
（
24
）　
『
八
閩
通
志
』（
弘
治
年
間
刊
本
）
巻
四
十
四
・
学
校
の
項
に
崇
文
閣
と
い
う
県
学
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
明
一
統
志
』
巻
一
・
巻
六
十
五
に
も
崇
文
閣
と
い
う
府
学
が
確
認
で
き
る
。
（
25
）　
酒
井
忠
夫
、
坂
出
祥
伸
、
小
川
陽
一
編
集
『
中
国
日
用
類
書
集
成
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
所
収
の
『
類
聚
三
台
万
用
正
宗
不
求
人
編
』
を
参
照
。
（
26
）　
中
国
古
籍
総
目
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
古
籍
総
目
・
集
部
１
』
一
一
五
頁
（
中
華
書
局
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）。
